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重
ね
て
き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
関
東
大
震
災
、

横
浜
大
空
襲
、
米
軍
接
収
、
人
口
急
増
…
…
。
と

り
わ
け
、
四
三
年
か
ら
四
年
連
続
し
て
年
間
一
〇

万
人
前
後
と
い
う
記
録
を
示
し
た
爆
発
的
な
人
口

増
が
、
市
財
政
を
圧
迫
し
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き

こ
と
で
あ
ろ
う
。

■
活
発
化
す
る
文
化
活
動

市民ギャラリー

に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
を
展

開
し
て
い
る
こ
と
は
、
教
育
委
員
会
へ
そ
の
つ
ど

申
請
さ
れ
る
名
義
後
援
件
数
の
増
加
か
ら
も
う
か

が
え
る
。

■
区
図
書
館
な
ど
に
重
点

　
一
方
、
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、
文
化
施
設

に
対
す
る
市
民
の
要
望
は
ど
う
か
。
市
の
調
査
に

よ
れ
ば
、
文
化
施
設
に
対
す
る
要
望
は
五
〇
年

六
・
六
％
、
五
三
年
一
〇
・
％
、
五
五
年
一
一
・

八
％
と
次
第
に
高
ま
る
傾
向
に
あ
る
。
横
浜
の
文

化
施
設
水
準
、
余
暇
時
間
の
増
大
な
ど
が
そ
の
要

因
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
意
識
の
面
だ
け
で
な
く
、
文
化
活
動

も
活
発
化
し
て
き
た
。
県
立
音
楽
堂
で
毎
月
演
奏

会
を
行
っ
て
い
る
横
浜
交
響
楽
団
、
ス
カ
イ
劇
場

で
毎
月
公
演
し
て
い
る
横
浜
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
連

盟
加
盟
の
各
劇
団
、
毎
年
秋
に
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
ハ
マ
展
を
開
催
し
て
い
る
横
浜
美
術
協
会
｜

｜
。
音
楽
、
美
術
、
演
劇
、
文
芸
、
伝
統
芸
能
な

ど
、
市
が
把
握
し
て
い
る
団
体
だ
け
で
も
、
五
〇

〇
近
く
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
多
く
の
団
体
が
独
自

　
て
は
、
こ
の
よ
う
に
文
化
活
動
が
高
ま
る
な
か

で
、
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
進
め
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
第
一
は
文
化
施
設
の
整
備
で
あ
る
。
ま
ず
地
区

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
五
年
度
ま
で
に

日
常
利
用
圏
ご
と
に
一
館
、
整
備
す
る
計
画
だ
が
、
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横
浜
は
文
化
施
設
の
整
備
が
遅
れ
て
い
る
、
と

よ
く
い
わ
れ
る
。
実
際
に
は
、
ど
う
か
。
広
島
市

を
除
く
政
令
指
定
都
市
と
比
べ
て
み
よ
う
。

　
幼
児
教
育
施
設
数
・
大
学
学
生
数
・
文
化
施
設

数
・
電
話
加
入
数
・
医
師
数
の
五
項
目
を
仮
に
「
文

化
環
境
」
と
し
て
と
ら
え
る
と
、
九
都
市
の
平
均

値
を
一
〇
〇
と
し
た
場
合
、
横
浜
は
九
都
市
の
な

か
で
最
も
低
い
七
四
・
六
（
昭
和
五
五
年
現
在
）
。

最
高
の
京
都
が
一
五
九
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
差
が

よ
く
わ
か
ろ
う
。
「
文
化
環
境
」
の
う
ち
文
化
施
設

数
に
限
っ
て
み
る
と
、
さ
ら
に
低
く
五
三
・
七
。

た
し
か
に
、
施
設
面
で
の
横
浜
の
立
ち
遅
れ
は
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

　
そ
の
原
因
は
、
や
は
り
横
浜
が
他
の
大
都
市
に

は
み
ら
れ
な
い
よ
う
な
辛
苦
の
経
験
を
い
く
つ
か

①
－
心
豊
か
な
市
民
生
活
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こ
の
四
年
間
ほ
ど
で
一
六
館
も
完
成
。
さ
ら
に

中
・
緑
区
な
ど
で
建
設
す
る
考
え
で
あ
る
。

　
市
民
の
要
望
が
非
常
に
強
い
区
図
書
館
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
区
一
館
を
目
標
に
整
備
を
進
め
て
い

る
が
、
五
五
年
に
鶴
見
、
金
沢
、
港
北
図
書
館
、
五

七
年
五
月
に
保
土
ヶ
谷
図
書
館
が
完
成
。
全
部
で

七
館
と
な
っ
た
。
現
在
、
瀬
谷
区
で
建
設
に
と
り

か
か
っ
て
い
る
ほ
か
、
五
八
年
度
で
は
一
館
分
の

用
地
取
得
を
予
定
し
て
い
る
。

　
地
域
的
な
文
化
施
設
だ
け
で
な
く
、
全
市
的
な

施
設
の
整
備
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
五
六
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
横
浜
開
港
資
料
館
、

五
九
年
中
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
の
「
こ
ど
も
科

学
館
」
、
こ
れ
か
ら
建
設
す
る
美
術
館
な
ど
が
そ
の

例
で
あ
る
。
ま
た
、
美
術
館
の
建
設
と
美
術
品
の
収

集
、
文
化
活
動
の
振
興
な
ど
を
目
的
に
文
化
基
金

三の丸遺跡の発掘調査

を
設
置
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
中
区
庁
舎
の
移

転
を
機
に
、
そ
の
跡
地
を
含
め
て
市
民
ホ
ー
ル
を

五
八
年
か
ら
建
て
替
え
始
め
る
。

　
第
二
は
、
文
化
事
業
の
推
進
。
文
化
講
演
会
、

市
民
大
学
講
座
、
成
人
学
校
な
ど
を
開
催
す
る
と

と
も
に
、
音
楽
・
演
劇
な
ど
芸
術
を
鑑
賞
す
る
機

会
も
積
極
的
に
提
供
し
て
い
る
。

　
第
三
は
文
化
財
の
保
存
と
継
承
で
あ
る
。
称
名

寺
境
内
、
稲
荷
前
古
墳
群
、
市
ケ
尾
横
穴
古
墳
群

の
保
存
・
整
備
を
は
じ
め
、
無
形
民
俗
文
化
財
、

埋
蔵
文
化
財
の
保
護
な
ど
を
行
う
一
方
、
文
化
財

の
調
査
・
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
文
化
財

は
祖
先
が
残
し
た
市
民
共
有
の
財
産
、
と
い
う
考

え
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
ほ
か
、
区
の
特
色
を
生
か
し
た
街
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
「
区
文
化
ゾ
ー
ン
形
成
基
本

調
査
」
を
行
っ
て
い
る
。

■
文
化
基
本
構
想
の
策
定
へ

　
こ
の
よ
う
に
市
の
施
設
は
広
範
囲
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
今
後
の
課
題
も
い
く
つ
か

あ
る
。
市
民
・
有
識
者
か
ら
な
る
「
横
浜
市
文
化

問
題
懇
談
会
」
の
提
言
に
よ
れ
ば
、
①
事
業
内
容

の
体
系
化
、
相
互
調
整
を
図
る
た
め
の
組
織
づ
く
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り
②
文
化
行
政
の
目
標
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

「
文
化
基
本
構
想
」
の
策
定
｜
な
ど
を
そ
の
基

本
的
課
題
と
し
て
い
る
。

　
市
で
は
現
在
、
こ
う
し
た
提
言
を
ふ
ま
え
、
「
文

化
基
本
構
想
」
の
策
定
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

こども科学館完成模型
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